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豚姻虫卵蛋白膜に対する豚胆汁及び

細菌の影響について

中山クニ子

国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 31年 12月25日受領）

豚畑虫卵蛋白膜は，子宮より取り出したまふでは非常

に膨化していて，強い粘着J性をもっている。この蛋白膜

を糞便中のもの斗ように緊縮した状態にしたし、と思い，

これを種々の溶液に浸潰して，その緊縮度の変化を観察

していたところ，たまたま，豚胆汁に浸漬して 30°Cに

2～3日保存すれば，蛋白膜が完全に除去されてしまうと

いう現象に気が付いた。そこで，この蛋白膜の融解除去

現象を追求してみて，興味ある知見を得ることが出来た

ので，こ斗にその概要を報告する。

実験及びその結果

1. 豚蜘虫の子宮下部 2cmの部位より，普通の操作

で取り出した虫卵を，濃度75%以上の豚胆汁に浸潰し，

30°Cに保存すると， 24時間で蛋白膜の融解除去が始ま

り， 72時間で完全に除去される。

2. 前記実験の際に，保存温度を 0°Cにすると 120

時間を経過しても蛋白膜は融解除去されなし、。

3. 同じく豚胆汁に， クロラムフェニコール末 （200

r/cc）を加えておいても，蛋白膜の融解除去は行われな

L、。

4. 蛋白膜の融解除去がみられるときには， 浸漬液は

溜濁して，細菌の増殖を認める。高圧滅菌した豚胆汁を

使用しでもそうであるから，この細菌は虫卵に附着して

いたものと考えられる。この細菌を夫々の実験の場合に

分離して調べてみると，その性状は第1表の通りで，腸

内細菌に属するものである。

5. 豚畑虫の虫体を水道水でよく洗い，ついで2万倍

マーゾニン加滅菌食塩水で2回，滅菌食塩水で2回洗

い，この虫体より無菌的操作のもとに取り出した虫卵

を，滅菌豚胆汁に浸潰すると，蛋白膜は3適を経ても融
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解除去されなし、。その際浸漬液はj園濁せず，細菌の増殖

も認められなし、。虫卵内容は仔虫を形成していた。

6. 以上の各実験から，蛋白膜除去には，浸涜液にお

ける細菌の増殖が必要因子ではないかと推定される。よ

って，豚の小腸を切開し，腸内の畑虫体表面及び腸内壁

を白金耳で擦過し，これより分離培養を行って得た菌，

AS・10株及び AS・11株（その性状は第1表に示した通

り，グラム陰性で腸内細菌に属するものである）を，実

験 5と同じ条件下に採取した虫卵と共に夫々滅菌豚胆

汁に接種すると， AS・10株， AS-11株両者共，蛋白膜は

48～72時間で完全に融解除去される。対照として，こ

の両者の加熱死菌（100°C30分） 2白金耳を夫々加えた

ものでは蛋白膜の融解除去は行われなし、。よって，一定

の細菌の増殖が必要な因子であることが判明した。

7. 実験6の場合に，豚胆汁の濃度を低下させ 50,96 

以下にすると，蛋白膜は4週を経ても除去されない。ま

た，豚胆汁の代りに，プィョン又は蒸溜水を用いると，

蛋白膜の融解除去は行われなL、。これによって，一定濃

度の豚胆汁も必要な因子であることが知られる。胆汁成

分の一つであるデヅキシコーノレ酸は，肺炎球菌の多糖体

を溶かすのに使用されているが，豚胆汁の代りにデヅキ

シコール酸ソーダを用いても，蛋白膜の融解除去は行わ

れない。

以上の実験結果を一括したのが第2表である。

考按

上記の実験結果から，一般的にみて豚畑虫卵蛋白膜の

融解除去には，豚胆汁と豚の腸内細菌の増殖が必要であ

る，との結論をこ斗で直ちに引き出すことは勿論出来な

し、。

自然の状態においては，何らか別の機序も行われてい

るのかもしれない。たど私の実験範囲からみれば，豚胆

汁と腸内細菌の増殖が必要な条件で、あったわけである。

しかしこれが限定された実験条件範囲内の結論で、あると
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実 験 に 使 用 せ る細菌の性状
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各種条件下における豚畑虫卵蛋白膜除去実験

分 イ呆 菌

虫卵取
I 

離富［
存 の 観 察 時 間

り出 し 浸漬液の組成 添
カ口

温 t普 24時間＊ 72時間 96時間 1週操作 の 2週 3週 4週
有
無 度 殖

両 100 S!G ＋ oo 一 10本0＊ 100 100 100 100 100 100 
庄

100 5!6 ＋ 30° ＋ 。 。。。。。。
無 滅

菌 75 % ＋ 30° ＋ 100 。。。。。。
豚

50 ;?G ＋ 30° ＋ 100 100 100 100 100 6 。
菌 胆汁

25 % ＋ 30° ＋ 100 100 100 100 100 100 100 
濃

5 % ＋ 30° ＋ 100 100 100 100 100 100 100 度
100タ6 一 30° 一 100 100 100 100 100 100 100 

自句
滅 菌 蒸 溜 7Jく ＋ 30° ＋ 100 100 100 100 100 100 100 
ブイ ヨ y 培地 ＋ 30° ＋ 100 100 100 100 100 

非 高圧滅菌豚胆汁（1005!6) 30° ＋ 19 。。。。。。
無 テゾキシゴーノレ酸ソーダ（0.5%) 30° ＋ 100 100 100 100 
菌 豚胆汁＋クロマイ（200r/cc) 一 30° 一 100 100 100 100 100 
自句 豚胆汁＋べ＝シ Pこ／ 一 30° ＋ 80 。。。

第 2表

観察時間は浸漬液に虫卵を浸漬してからの時聞を表す

数字は蛋白膜附着虫卵数を百分率で表す。その他には蛋白膜除去虫卵及び不明のものを合む

牢

＊＊ 

かなる影響を及ぼしているのか一一胆汁全体としての膝

質佑学的な性質によるものか，何かその特殊成分が役割

を演じているものかーーは，追求されていなし、。

しても，自然の状態において行われる機序を覗ってみる

一つの資料としての意味はあるのではなかろうか。

また私の実験範囲内に問題を限定してみても胆汁がし、
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豚腸内細菌の増殖がもう一つの必要条件であるが，こ

れにしても，細菌の酵素によるものか，細菌の何か代謝

物質によるものか，またそれ以外の影響によるものかは

未解決のま斗にされている。これ等のことが追求される

ためには，一方においては虫卵の蛋白膜自身の性質も，

もっと明らかにされる必要があろう。これ等の点に関し

て，更に突きこんだ研究は他日になされるべきものとし

て，私の実験はごく一応の現象論的の段階で、打ち切った

わけである。

要約

一定条件下の実験において，豚畑虫卵蛋白膜の融解除

去には，豚胆汁及び豚腸内細菌の増殖が必要である。

稿を終るに臨み，御指導，御校聞を賜わった部長小宮

義孝博士にjむからの謝意を表します．なお，種々御協力

頂いた予研寄生虫部の諸兄姉に感謝いたします．
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Summary 

It has been found that both the hog bile and 

the enteric bacterial proliferation are experi-
mentally necessary for the removal of protein 
coat of Aseαris suilla ova. 




